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平成２５年４月１２日 

 

房州石のポストの名前を 

「シャロン・ポストーン」に決定 
名づけ親は齋藤 洋士さん 

 
京成グループの鋸山ロープウェー株式会社（本社：千葉県富津市、社長：東原 光陽）、 

ＮＰＯ ＫＡＮＡＹＡ（理事長：鈴木 裕士）、恋人の聖地 石のまち金谷実行委員会（委員長：

鈴木 裕士）では、鋸山ロープウェー開業５０周年記念事業として鋸山山頂駅展望台に設置した房

州石のポストの名前を「シャロン・ポストーン」に決定しました。 

 

 

 
房州石のポストを「シャロン・ポストーン」と命名 

千葉県のマスコットキャラクター「チーバくん」とともに記念撮影 
（写真左から、鋸山ロープウェー東原社長、NPO KANAYA 鈴木理事長、作者の榎本さん） 

 

 

 ポストの名前は、本年３月、恋人の聖地 石のまち金谷を訪れたお客様やＮＰＯ ＫＡＮＡＹＡ

の専用Ｗｅｂサイトから募集され、応募総数２６０通の中から選ばれました。 

 

今後、「シャロン・ポストーン」は、鋸山のある富津市金谷が千葉県初の“恋人の聖地”に認定

されたことや、かつて建築用石材「房州石」の産地として栄えたことをＰＲするプロモーション、

ならびにデジタル全盛の現代において機会の減りつつある「手紙を出す」という行為の良さをＰＲ

するイベントなどにおいて活躍する予定です。詳細は、次頁のとおりです。 



 ２ 

 

鋸山ロープウェー開業５０周年事業 房州石のポストの名前公募結果 について 

 

１．募集期間 

  平成２５年３月１日（金）～３月３１日（日） 

 

２．応募総数 

  ２６０通 

 

３．審査結果 

  (1) グランプリ 

「シャロン・ポストーン」 作者 齋藤 洋士さん 

 

【選考理由】 

最も票を集めたポスト（post）と石（stone）の造語「ポストーン（postone）」に、 

房州石のポストが女の子であるという設定と恋愛に強いイメージを表現するため、天下の 

大女優の名前を頂戴しました。 

 

  (2) 恋人の聖地賞 

 「向日葵」 作者 村田 恵理さん 

 

  (3) ＮＰＯ ＫＡＮＡＹＡ賞 

    「のっぴー」 作者 手島 義章さん 

 

４．「シャロン・ポストーン」を活用したプロモーション（今後の予定） 

  (1) 大切な人に手紙をだそう 

    ①日 時 平成２５年６月９日（日）午後１時～午後３時 

    ②場 所 ＫＡＮＡＹＡ ＢＡＳＥ（住所：千葉県富津市金谷２１７８） 

※ＪＲ内房線 浜金谷駅 徒歩２分 

    ③主 催 ＮＰＯ ＫＡＮＡＹＡ 

    ④内 容 消しゴムのハンコやオリジナルの便箋作りに挑戦した後、手紙を書き、 

鋸山ロープウェー山頂駅の「シャロン・ポストーン」に投函する。 

⑤参 加 費 ３，０００円（材料費、ロープウェー運賃込） 

⑥お問い合わせ ＮＰＯ ＫＡＮＡＹＡ 電話０４３９―２９―６１７３ 

 

  (2) 七夕お手紙交換会 

①日    時 平成２５年７月６日（土）午後１時～午後３時 

         

    ※場所、主催、参加費、お問い合わせ先については(1)と同様。 

 

以  上 


